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はじめに

このたびは、（株）デジタル製 PS-3000Bシリーズ（これより「PS-B」と称します。）をお買い上げいただき、

誠にありがとうございます。

ご使用にあたっては、本書をよくお読みいただき、本機の正しい取り扱い方法と機能を十分にご理解いただ

きますようお願いします。

© 2008 Copyright  Digital Electronics Corporation. All rights reserved.

本書に記載の商品名は、それぞれの権利者の商標または登録商標です。

お断り

1． 本製品および本書の内容の、一部または全部を無断で転載することは禁止されています。

2． 本製品および本書の内容に関しては、将来予告なしに変更することがありますのでご了承ください。

3． 本製品および本書の内容に関しては、万全を期して作成いたしましたが、万一誤りや記載もれなど、

ご不審な点がありましたらご連絡ください。

4． 本製品を使用したことによるお客様の損害その他の不利益、または第三者からのいかなる請求につき

ましても、当社はその責任を負いかねますので、あらかじめご了承ください。
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安全に関する使用上の注意

本書には、PS-Bを正しく安全にお使いいただくために安全表記が記述されています。本書ならびに関連マ

ニュアルをよくお読みいただき、PS-Bの正しい取り扱い方法と機能を十分にご理解いただきますようお願

いします。

絵表示について

本書では、PS-Bを正しく使用していただくために、注意事項に次のような絵表示を使用しています。ここで

示した注意事項は、安全に関する重大な内容を記載しています。

その表示と意味は次のようになっています。

設計上の警告事項

取り扱い上の警告事項

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を負う可能性が想定

される内容を示します。

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人が傷害を負ったり、物的損害の発生が

想定される内容を示します。

正しく使用するために、してはいけない (禁止）事項です。

正しく使用するために、しなくてはならない (強制）事項です。

PS-Bとホストコントローラとの通信異常で機械が誤動作しないようにシステム設計を行ってください。

人体に傷害を負ったり、物的損害の恐れがあります。

PS-Bは航空機器、航空宇宙機器、幹線通信機器、原子力制御機器、生命の維持に関わる医療機器など

の極めて高度な信頼性・安全性が求められる用途への使用を想定しておりません。これらの用途には使

用できません。

PS-Bを運送機器（列車、自動車、船舶等）、防災防犯装置、各種安全装置、生命の維持に関わらない医

療機器などの、機能・精度において高い信頼性・安全性が求められる用途で使用する場合は、組み込ま

れるシステム機器全般として、冗長設計、誤動作防止設計等の安全設計を施す必要があります。

PS-Bは分解・改造しないでください。火災、感電の恐れがあります。

可燃性ガスのあるところでは使用しないでください。爆発の恐れがあります。
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配線上の警告事項

立ち上げ・保守時の警告事項

取り付け、配線などは、必ず電源が供給されていないことを確認してから行ってください。感電や機器

の破損の恐れがあります。

マニュアルに記載された電源電圧以外の電圧で使用しないでください。火災、感電の恐れがあります。

電源投入中にホストとの通信ケーブルを挿抜しないでください。

PS-Bは時計のバックアップのためにリチウム電池を内蔵しています。電池を誤って交換すると、電池

が爆発する恐れがあります。交換が必要な場合は、㈱デジタルの指定する製品と交換してください。

4.3 内蔵電池の交換（4-4ページ）
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取り付け上の注意事項

配線上の注意事項

立ち上げ・保守時の注意事項

廃棄時の注意事項

故障しないために

ケーブルは、コネクタに確実に装着してください。接触不良により、誤入力や誤出力の恐れがあります。

FG端子は、PS-B専用の D種接地工事を行ってください。感電や誤動作の恐れがあります。

端子ネジは規定のトルクで締め付けてください。端子ネジの締め付けがゆるいと短絡、火災や誤動作の

恐れがあります。

PS-B内に、切粉や配線くずなどの異物が入らないように注意してください。火災、故障や誤動作の恐

れがあります。

ハードディスクまたは CFカードにアクセス中は、絶対に PS-B本体の電源 OFF、PS-Bのリセット、CF

カードの抜き差しは行わないでください。ハードディスクや CFカード内のデータが破壊される恐れがあ

ります。

製品を廃棄するときは、産業廃棄物として扱ってください。

日本国外では、各国、各地域のリサイクルに関する法律に従って処理してください。

PS-Bを設置する周囲温度は、仕様の範囲外で使用すると、故障の原因となります。

PS-Bの温度上昇を防ぐため、PS-Bの通風孔をふさいだり熱がこもるような場所での使用は避けてください。

温度変化が急激で結露するような場所での使用は避けてください。故障の原因となります。

PS-Bの内部に水や液状のものや金属を入れないでください。故障や感電の原因となります。（汚染度は 2 です）

PS-Bを直射日光の当たる場所や、高温、粉塵、湿気もしくは振動の多いところで使用および保管しない

でください。

薬品が気化し、発散している空気や薬品が付着する場所での使用および保管は避けてください。

酸・アルカリ・その他塩類 ..... 腐食による故障
有機溶剤類 ..............................火災

PS-Bの表面が汚れた場合は乾いたやわらかい布に薄めた中性洗剤をしみ込ませ、硬くしぼってふき取っ

てください。シンナーや有機溶剤などでふかないでください。

PS-Bの電源 OFF 後、電源を再投入する場合は、一定時間おいてから ON にしてください。正常に動作

しない場合があります。
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不慮の事故により、PS-B のデータが失われた場合を想定してデータは必ずバックアップしておいてくだ

さい。
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マニュアル表記上の注意

本書で使用している用語や記号等の意味は以下のとおりです。

この表示の説明に従わない場合、機器の異常動作やデータの消失などの不都合が起
こる可能性があります。

※ 脚注で説明している語句に付いています。

本製品使用に際しての、ポイントとなる項目です。

関連事項の参照ページを示します。
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梱包内容

梱包箱には、以下のものが入っています。ご使用前に必ず確認してください。

品質や梱包などには出荷時に際し、万全を期しておりますが、万一破損や部品不足、その他お気付きの点が

ありましたら、直ちに販売店までご連絡くださいますようお願いいたします。

PS-B本体　1台 ・取扱説明書
　（日英各 １冊）

取り付け金具 1セット
（金具：2個、ネジ：4本）

・安全に関する
  使用上の注意　1冊

PS3000-BA PS3001-BD
USBケーブル抜け防止クランプ（2ポート）
2個

USBホルダー　1個　　ネジ　1個

電源プラグ　1個（ACタイプは同梱、DCタイプは本体装着）

• ハードディスク組込みタイプは、取り扱いに注意してください。

（ACタイプの場合）
（5.08mmピッチ）

（DCタイプの場合）
（7.62mmピッチ）
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安全規格の認定について

• UL製品認証品

• c-UL製品認証品

• 製品一覧

UL/c-UL File No.: E220851

規格取得の詳細は（株）デジタルホームページにてご確認ください。

<注意事項 > 
PS-Bを組み込んだ機器を UL申請する際は、以下の事項にご注意ください。
• PS-Bはオープンタイプ機器として認定されています。
• PS-Bは平らな設置面に取り付けてください。また、PS-Bと構造物や部品との間は取り付け条件に
従って空間を開けることを推奨します。温度は PS-Bの組み込まれた最終製品で確認しなければなり
ません。

安全規格の証明書は、（株）デジタルホームページからダウンロードできます。
ホームページアドレス
http://www.proface.co.jp/

CEマーキングについて

PS3000-BAは、EMC指令と低電圧指令に適合した CEマーク製品です。

PS3001-BDは、EMC指令に適合した CEマーク製品です。

詳細は、（株）デジタルホームページから CE宣言書をダウンロードしてご確認ください。
ホームページアドレス
http://www.proface.co.jp/

工業用制御装置 UL508参照 「製品一覧」の [a]
参照

工業用制御装置
CSA-C22.2 No.142
参照

「製品一覧」の [b]
参照

型式 認証型式
UL c-UL
[a] [b]

PS3000-BA 3681601-01 ○ ○

PS3001-BD 3681601-12 ○ ○
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FCC規格について

米国 FCC規格 Part15、Subpart B, Class A EMI適合に関する注意：

この装置は、FCC規格 Part15に基づく Class Aデジタル装置の制限に適合していることが試験により実証済

みです。これらの制限は、商業環境で装置を稼働する際の有害な干渉に対する適切な保護を提供するために

設けられているものです。この装置は、無線周波エネルギーを発生、使用し、また放射する可能性があるた

め、この装置の取扱説明書に従って設置および使用しなかった場合には無線通信に有害な干渉を与えること

があります。この装置の住宅地域での使用は有害な干渉を引き起こす可能性があり、使用者の費用で干渉防

止措置を講じる必要があります。
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1 概要

1. システム構成図
2. オプション機器一覧
3. 各部の名称とその機能
4. ご使用になる前に

PS-Bと接続可能な周辺機器および、各部名称とその機能を紹介します。
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1.1 システム構成図

1.1.1 PS3000-BA

PS3000-BAに接続する主な周辺機器を示します。
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1.1.2 PS3001-BD

PS3001-BDに接続する主な周辺機器を示します。
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1.2 オプション機器一覧

PS-Bのオプション品です。オプション品は別売です。

1.2.1 オプション

1.2.2 メンテナンスオプション

品名 型式 内容

DIMモジュール
PSA-DDR512 メモリモジュール　512M バイト
PSA-DDR1G メモリモジュール　1Gバイト

ハードディスクユニット PS345XA-HD40
2.5 型ハードディスクを搭載した 
HDDユニット（40G バイト　OS なし）
（PS3000-BAのみ）

CFカード

CA3-CFCALL/128MB-0 Type Ⅰ 128M バイト
CA3-CFCALL/256MB-0 Type Ⅰ 256M バイト
CA3-CFCALL/512MB-0 Type Ⅰ 512M バイト
CA6-CFCALL/1GB-01 Type Ⅰ 1Gバイト

インダストリアル HUB SPIDER8TX-PRO 産業用のイーサネット HUB　DC24V
USB前面取り付けケー
ブル

CA5-USBEXT-01 USBポートを盤面に取り付ける延長ケー
ブル（1m）

アナログ RGBケーブル FP-CV02-45

PS-Bから㈱デジタル製 FPシリーズに画
面信号を出力する際のアナログ RGBイン
ターフェイスケーブル（Dsub15ピン・プ
ラグ）（4.5m）

品名 型式 内容

取付金具 PS3000-ATFB-01 本体を設置する際に使用する金具
（1セット：金具 2個、ネジ 4本）

DC電源コネクタ
（ストレート）

CA7-DCCNL-01 DCタイプ用電源コネクタ
(5個 /1セット )

AC電源コネクタ
（ストレート）

CA7-ACCNL-01 ACタイプ用電源コネクタ
(5個 /1セット )
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1.3 各部の名称とその機能

1.3.1 PS3000-BA

A:冷却ファン

B:電源スイッチ

C:電源プラグ

D:リセットスイッチ (RESET)

本体再起動 /電源投入用。システム設定スイッチと組み合わせて使用。詳しくは、「 ◆ スイッチ」

（2-10ページ）をお読みください。

E:拡張ボードカバー

F:拡張ボードサポータ

G:拡張ユニットインターフェイス

1ポートあり。PCIユニット装着用。

H:シリアルインターフェイス (COM1)

DSUB9ピン（プラグ）使用。

RS-232C。

正面図

B C

左側面図 右側面図上面図

A D E F G

H I J K L

P N O Q R

M
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I:シリアルインターフェイス (COM2）

DSUB9ピン（プラグ）使用。

RS-232C/RS-422/RS-485切り替え可。RI/+5V 切り替え可。

J:スピーカ出力インターフェイス (SPK)

ミニジャックコネクタ 1ポートあり。

K:イーサネットインターフェイス (LAN2)

10BASE-T/100BASE-TX/1000BASE-T自動切り替え。

RJ-45タイプモジューラジャックコネクタ（8極）使用。

Wake On LAN対応。

L:イーサネットインターフェイス (LAN1)

10BASE-T/100BASE-TX自動切り替え。

RJ-45タイプモジューラジャックコネクタ（8極）使用。

M:USB インターフェイス (USB)

4ポートあり。USB2.0対応。

コネクタは TYPE-A使用。

N:セカンダリ CFカードインターフェイス

カバーを開いて、CF カードを挿入。

CF カード（Type Ⅰ / Ⅱ対応）使用可。IDE 接続。※ 1

O:プライマリ CFカードインターフェイス

カバーを開いて、CFカードを挿入。

CF カード（TypeⅠ / Ⅱ対応）使用可。IDE接続。※ 1

P:アナログ RGBインターフェイス

ミニ DSUB15ピン（ソケット）使用。市販の RGBディスプレイまたは（株）デジタル製 FPシ

リーズに接続。

Q:電源 LED/RAS ステータスランプ (ON)

電源電圧 DC5V ± 5%

出力電流
最大 500mA（各ポート）、
最大 500mA（4ポート合計）

最大通信距離 5m

※ 1 IDE接続のため、ホットプラグに対応していません。CFカードの挿抜の際は必ず本体の電源

を切ってから行ってください。

LED　 PS-Bの状態

緑点灯 通常運転時（通電時）

緑点滅 ソフト OFF時

橙点灯 システムモニタエラー /RASエラー

消灯 無通電時
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R:HDD/IDE アクセスランプ（DISK）

LED　 PS-Bの状態

緑点灯 HDDまたは IDEアクセス中

消灯 HDDまたは IDEアクセス停止中

• 周辺機器を取り付ける場合は、電源ケーブルを取り外し、必ず PS-Bに電源が

供給されていないことを確認してから取り付けてください。
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1.3.2 PS3001-BD

A:リセットスイッチ (RESET)

本体再起動 /電源投入用。システム設定スイッチと組み合わせて使用。詳しくは、「 ◆ スイッチ」

（2-25ページ）をお読みください。

B:メモリスロットカバー

C: メンテナンスカバー

カバーを開くと、基板上のスイッチを設定可能。

D: USBホルダー固定位置

E:電源プラグ

F:シリアルインターフェイス (COM1）

RS-232C。DSUB9ピン（プラグ）使用。

G:シリアルインターフェイス (COM2)

RS-232C/RS-422/RS-485 切り替え可、RI/+5V 切り替え可。DSUB9ピン（プラグ）使用。

H:スピーカ出力インターフェイス (SPK)

ミニジャックコネクタ 1ポートあり。

I:イーサネットインターフェイス (LAN2)

10BASE-T/100BASE-TX/1000BASE-T自動切り替え。

RJ-45タイプモジューラジャックコネクタ（8極）使用。Wake On LAN対応。

正面図

H
上面図

GF JI

E

A

L M N O P

B C D

K
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J:イーサネットインターフェイス (LAN1)

10BASE-T/100BASE-TX自動切り替え。

RJ-45タイプモジューラジャックコネクタ（8極）使用。

K: USB インターフェイス (USB)

4ポートあり。USB2.0対応。コネクタは TYPE-A使用

L:アナログ RGBインターフェイス

ミニ DSUB15ピン（ソケット）使用。市販の RGBディスプレイまたは（株）デジタル製 FPシ

リーズに接続。

M:セカンダリ CF カードインターフェイス

カバーを開いて、CFカードを挿入。

CF カード（TypeⅠ / Ⅱ対応）使用可。IDE接続。※ 1

N:プライマリ CF カードインターフェイス

カバーを開いて、CFカードを挿入。

CF カード（TypeⅠ / Ⅱ対応）使用可。IDE接続。※ 1

O:電源 LED/RAS ステータスランプ (ON)

P:HDD/IDE アクセスランプ（DISK）

※ 1 IDE接続のため、ホットプラグに対応していません。CFカードの挿抜の際は必ず本体の電源

を切ってから行ってください。

電源電圧 DC5V ± 5%

出力電流
最大 500mA（各ポート）、
最大 500mA（4ポート合計）

最大通信距離 5m

LED　 PS-Bの状態

緑点灯 通常運転時（通電時）

緑点滅 ソフト OFF時

橙点灯 システムモニタエラー /RASエラー

消灯 無通電時

LED　 PS-Bの状態

緑点灯 IDEアクセス中

消灯 IDEアクセス停止中

• 周辺機器を取り付ける場合は、電源ケーブルを取り外し、必ず PS-Bに電源が

供給されていないことを確認してから取り付けてください。
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1.4 ご使用になる前に

1.4.1 電源について

PS-Bの電源状態には、無通電状態、通常起動状態、ソフト OFF 状態※ 1の 3 つがあります。

各状態は次のように移行します。

※ 1 ソフト OFF 状態とは、システムの起動のために必要な回路にのみ電源が供給されている状態

のことを指し、Windows® によるシャットダウンを行った後の状態です。Windows® で設定す

るシステムスタンバイとは異なります。

電源状態 ： 無通電状態 通常起動状態 ソフト OFF状態
画面表示 ： 画面 OFF 画面 ON 画面 OFF
Power LED： 消灯 緑色点灯 緑色点滅

本体の電源
スイッチ ON システム起動

Windowsによる
シャットダウン

システム
停止状態

リセットスイッチ
の入力

電源スイッチ OFF
電源ケーブル外す

通常起動
状態へ

無通電
状態へ
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2 仕様

1. PS3000-BA
2. PS3001-BD

PS-Bの一般仕様、性能仕様、インターフェイスなどの仕様と外観図について説明します。
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2.1 PS3000-BA

2.1.1 一般仕様

■ 電気的仕様

■ 環境仕様 

電
源

定格電圧 AC100/240V

電圧許容範囲 AC85～ 265V

定格周波数 50/60Hz

許容瞬時停電時間 1サイクル以下（ただし瞬時停電間隔は 1s以上）

消費電力 120VA以下

突入電流
AC100V（常温）時：30A以下
AC240V（常温）時：50A以下

絶縁耐力
AC1500V 20mA 1分間
（充電部端子と FG端子間）

絶縁抵抗 DC500V 10MΩ以上（充電部端子と FG端子間）

物
理
的
環
境

使用周囲温度
0～ 50°C:HDD未搭載時
5～ 50°C:HDD搭載時

保存周囲温度 −20～ +60°C

使用周囲湿度
10～ 90％RH
（結露のないこと、湿球温度 39°C以下。ただし HDD搭載時は 29°C
以下）

保存周囲湿度
10～ 90％RH
（結露のないこと、湿球温度 39°C以下。）

じんあい 無きこと

汚染度 汚染度 2

腐食性ガス 腐食性ガスがないこと

耐気圧（使用高度） 800～ 1114hPa（海抜 -300～ 2,000ｍ）

機
械
的
稼
動
条
件

耐振動

【HDD未搭載時】
JIS  B  3502、IEC61131-2に準拠
5～ 9Hz  片振幅　3.5mm
9～ 150Hz  定加速度  9.8m/s2

X,Y,Z各方向 10サイクル（100分間）
【HDD搭載時】
4.9m/s2  （10～ 25Hz X,Y,Z 3方向各 30分）

電
気
的
稼
動
条
件

耐ノイズ

ノイズ電圧：1500VP-P
パルス幅：50ns、500ns、1μs
立ち上がり時間：1ns
（ノイズシミュレータによる）

耐静電気放電 接触放電法 6kV （EN61000-4-2 レベル 3）

ノイズイミュニティ
（ファーストトランジェ
ント・バーストノイズ）

電源ライン：2kV（IEC61000-4-4）
COMポート：1kV（IEC61000-4-4）
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• オプション使用時は、オプション品の仕様値も合わせてご確認ください。

• ハードディスクには、寿命があります。万一の故障も考え、定期的なデータの

バックアップや交換用ハードディスクユニットの用意をお勧めします。

• ハードディスクの寿命は使用条件や環境により前後しますが、目安として周囲

温度 20°C、通電時間（モータ ON時間）が 333時間 /月（アクセス時間は 20%

以下）で、20,000時間（通電時間）または 5年間のいずれか早い到達期限まで

です。

• ハードディスクを高温・高湿度の環境で使用すると、寿命を縮める原因となり

ます。湿球温度 29°C以下での使用を推奨します。この条件は、例えば気温

35°Cで湿度 64％RH、40°Cで 44％RH程度に相当します。

• ハードディスクの寿命を延ばすため非操作時にハードディスクの電源が切れる

ように設定してください。5分後を推奨します。Windows® 2000の場合、［コン

トロールパネル］-［電源オプション］-［電源設定］で設定します。Windows® 

XPの 場合、［コントロールパネル］-［パフォーマンスとメンテナンス］-［電

源オプション］-［電源設定］で設定します。
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■ 設置仕様

設
置
条
件

接地
保護接地：D種接地（SG-FG共通）
機能接地：D種接地（SG-FG共通）

構造
保護： IP20相当
形状：一体型
取り付け方法：盤内取り付け

冷却方式 本体ファンによる空冷

質量 3.0kg 以下（本体のみ）
外形寸法 W255× H164× D124mm
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2.1.2 性能仕様

■ 性能仕様

CPU ULV Intel® Celeron® M (1GHz)

L2キャッシュメモリ なし

メインメモリ
1スロット。（最大 1Gバイト）
SO-DIMMソケット 256Mバイト～ 1Gバイト（PC2700）

チップセット  インテル ® 855GME+ICH4

グラフィックアクセラ
レータ

 インテル ® 855GMEに内蔵

BIOS Phoenix Technologies 社製 FirstBIOS Embedded Pro

グラフィック VGA（640 × 480 ドット）～（1,920 × 1,080 ドット）

ビデオメモリ 最大 64Mバイト（UMA 方式）

イ
ン
タ
｜
フ
ェ
イ
ス

シリアル
(RS-232C)

COM1 Dsub9ピン（プラグ）

COM2 Dsub9ピン（プラグ）（RS-232C/RS-422/RS-485切替可、RI/
+5V切替可）

ディスク IDE I/F プライマリ※ 1

※ 1 プライマリ IDE I/Fのマスタ /スレーブ切り替えは、基板上の「システム設定ス

イッチ」9番で行います。

マスタ 2.5インチ HDD I/F
スレーブ CFカード I/F

セカンダリ マスタ CFカード I/F

USB

USB2.0対応　正面 4ポート
コネクタは TYPE-A使用。
電源電圧：DC5V±5%
出力電流：最大 500mA（各ポート）、最大 500mA（4ポート合計）
最大通信距離：5m

LAN

正面 2ポート。RJ-45 タイプモジューラジャックコネクタ（8極）使用。
LAN1:10BASE-T/100BASE-TX 自動切り替え。
LAN2:10BASE-T/100BASE-TX/1000BASE-T 自動切り替え。
           Wake On LAN対応

サウンド
SPEAKER OUT
正面 1ポート（ミニジャックコネクタ使用）

アナログ RGB 正面 1ポート。ミニ Dsub15ピン（ソケット）。
PCI Rev.2.2に対応した PCII/F（5V）、側面 1ポート

時計精度※ 2

※ 2 PS-Bに内蔵されている時計（RTC）には誤差があります。温度差や使用年数よって

は最大± 300秒／月の誤差になることがあります。時計の誤差が問題となるシステ

ムでご使用になる場合は、定期的に正確な時間を設定するようにしてください。

±180秒／月（常温無通電状態での誤差）

 ◆ スイッチ（2-10 ページ）



PS-3000Bシリーズ　ハードウェアマニュアル

2-6

■ 拡張スロット

◆ PCIボードの消費電力と温度ディレーティングの関係について

スロットタイプ PCI2.2（5V）

サイズ 106.68× 174.63mm

出力電圧 DC5V DC12V DC-12V DC3.3V

消費電流 1.0A 0.25A 0.1A 0.5A

P
C

Iボ
ー
ド
消
費
電
力
負
荷
率

(%
) 100% (10.85W)

70% (7.59W)

0

使用周囲温度 (℃ )

45℃ 50℃
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2.1.3 インターフェイス仕様

PS3000-BAの各インターフェイスの仕様を示します。

■ シリアルインターフェイス（COM1、COM2）

◆COM1

• PS-Bのシリアルポートにはアイソレーション機能はありません。特に接続相手

がアイソレーションされていない場合は、必ず 5番 (SG)を接続してください。

RS-232C / RS-422 / RS-485の回路が故障する恐れがあります。

嵌合固定金具 #4-40（UNC）

ピンコネクション ピン番号
RS-232C

信号名 方向 内容

1 CD 入力 キャリア検出

2 RD(RXD) 入力 受信データ

3 SD(TXD) 出力 送信データ

4 ER(DTR) 出力 データ端末レディ

5 GND － 信号グランド

6 DR(DSR) 入力 データセットレディ

7 RS(RTS) 出力 送信要求

8 CS(CTS) 入力 送信可

9 CI(RI) 入力 被呼表示

FG FG － フレームグランド（SG共通）

9

6

5

1

（本体側）
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◆COM2

RS-232C/RS-422/RS-485の切り替え可（工場出荷時設定は、RS-232C）。切り替えは、本体の基板

上にあるシリアルモード選択スイッチで行います。

「 ◆ スイッチ」（2-10ページ）

ピンコネクション ピン番号
RS-232C

信号名 方向 内容

1 CD 入力 キャリア検出

2 RD(RXD) 入力 受信データ

3 SD(TXD) 出力 送信データ

4 ER(DTR) 出力 データ端末レディ

5 GND － 信号グランド

6 DR(DSR) 入力 データセットレディ

7 RS(RTS) 出力 送信要求

8 CS(CTS) 入力 送信可

9 CI(RI)/+5V※ 1

※ 1 9番ピンの「RI/+5V」の切り替えは、基板上のシステム設定スイッチで行いま

す。

入力 /出力 被呼表示 /+5V出力切替可

FG FG －
フレームグランド
（SG共通）

ピン番号
RS-422

信号名 方向 内容

1 RDA 入力 受信データ A (+)

2 RDB 入力 受信データ B (-)

3 SDA 出力 送信データ A (+)

4 NC － 未接続

5 GND － 信号グランド

6 NC － 未接続

7 SDB 出力 送信データ B (-)

8 NC － 未接続

9 NC － 未接続

FG FG － フレームグランド（SG共通）

9

6

5

1

（本体側）
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ピン番号
RS-485

信号名 方向 内容

1 DATA + 入力 /出力 送受信データ (+)

2 DATA - 入力 /出力 送受信データ (-)

3 NC － 未接続

4 NC － 未接続

5 GND － 信号グランド

6 NC － 未接続

7 NC － 未接続

8 NC － 未接続

9 NC － 未接続

FG FG － フレームグランド（SG共通）

• COM1、COM2（RS-232C時）の 5番 (GND)は、必ず接続相手の SG端子と接

続してください。

• 接続相手のインターフェイス仕様を確認の上、切り替えを行ってください。

誤った設定を行うと故障、誤動作の原因となります。

• 切り替えは必ず PS-Bの電源を切った状態で行ってください。

誤動作の原因になります。

• FG線はシェルに接続してください。

• FGと SGは本体内部で接続されています。他の機器と接続する場合は、SGの

短絡ループが形成されないようシステム設計を行ってください。
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◆スイッチ

各シリアルインターフェイスに対応したスイッチは、本体の基板上にあります。

•設定を変更するために

スイッチは、本体の基板上にありますので、まずカバーを取り外します。

＜ HDDユニットが組み込まれていない場合＞

(1) 拡張ボードカバーのネジ（2ヶ所）を外してカバー

を取り外します。

カバーを戻す時のネジの締め付けトルクは 0.5～

0.6N•mです。

(2) IDEカバーのネジ（2ヶ所）を外してカバーを取り

外します。カバーを戻す時のネジの締め付けトル

クは 0.5～ 0.6N•mです。

＜ HDDユニットが組み込まれている場合＞

(1) 拡張ボードカバーのネジ（2ヶ所）を外してカバー

を取り外します。

カバーを戻す時のネジの締め付けトルクは 0.5～

0.6N•mです。
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(2) HDDカバーのネジ（2ヶ所）を外してカバーを取

り外します。

カバーを戻す時のネジの締め付けトルクは 0.5～

0.6N•mです。

(3) さらに HDD ユニットのネジ（4ヶ所）を外し、

HDD ユニットを持ち上げながらケーブルコネクタ

を IDE I/Fから外して取り外します。

HDD ユニットを戻すには、まず、IDE I/F にケー

ブルコネクタを完全に接続し、ネジ（4ヶ所）で 

HDD ユニットを固定します。（IDE I/Fの位置は次

の「上面内部図」を参照してください。）締め付け

トルクは 0.5 ～ 0.6N•m です。
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•スイッチについて

位置 スイッチ名 詳細

A システム設定
スイッチ (SW1)

10ビットのディップスイッチ。スイッチの詳細と各スイッチの出荷
時設定は、次の「表 1)システム設定スイッチ」をお読みください。

B
シリアルモード
選択スイッチ
(SW2)

10ビットのディップスイッチ。COM2の通信方式に合わせて設定。
スイッチの詳細は、次の「表 2)シリアルモード選択スイッチ」をお
読みください。
出荷時設定 : RS-232C用の設定。

C リセット
スイッチ

■パワーボタンモード
あらかじめ、システム設定スイッチ No.6を ONにします。リセッ
トスイッチを押すと、Windows® 2000の場合、PS-Bのスタートメ
ニューから「設定」-「コントロールパネル」-「電源オプション」-
「詳細」の「電源ボタン」で選択された「コンピュータの電源ボタ
ンを押したとき」のモードが動作します。Windows® XPの場合、
［コントロールパネル］-［パフォーマンスとメンテナンス］-［電源
オプション］-［詳細設定］で選択された「コンピュータの電源ボタ
ンを押したとき」のモードが動作します。

• ソフト OFF※ 1状態の時（電源 LED/RASステータスランプが緑
点滅）には、スイッチを押すと PS-Bは再起動します。

■リセットスイッチモード
あらかじめ、システム設定スイッチ No.6を OFFにします。
リセットスイッチを押すと、PS-Bが再起動します。

※ 1 ソフト OFF状態とは、システムの起動のために必要な回路にのみ電源が供給され

ている状態のことを指し、Windows® によるシャットダウンを行った後の状態で

す。Windows® で設定するシステムスタンバイとは異なります。

10

ON
A

123456789

IDE I/F

ON

12345678910

B

C

S
W

1

S
W

2

PS3000-BA上面内部図
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スイッチ
番号

内容 ON OFF 備考

1 システムが使用。 予約 予約 出荷時設定：ON

2 システムが使用。 予約 予約 出荷時設定：OFF

3 システムが使用。 予約 予約 出荷時設定：ON

4 システムが使用。 予約 予約 出荷時設定：OFF

5 システムが使用。 予約 予約 出荷時設定：OFF

6 リセットスイッチモード切
り替え。

パワー
ボタン

リセット
スイッチ

出荷時設定：OFF

7 システムが使用。 予約 予約 出荷時設定：OFF

8 COM2の RI/+5V切り替え。
（RS-232C時のみ有効） +5V出力 RI 出荷時設定：OFF

9
プライマリ CFカードイン
ターフェイスのマスタ /ス
レーブ設定の切り替え。

Slave Master 出荷時設定は、組み込みのオ
プション品により異なる。

10 システムが使用。 予約 予約 出荷時設定：OFF

表 1）システム設定スイッチ
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スイッチ
番号

内容 ON OFF RS-232C RS-422 RS-485

1 COM2の通信方式
の切り替え。

RS-232C RS-422／
RS-485 ON OFF※ 1

※ 1 必ず「OFF」設定でご使用ください。

OFF※ 1

2 COM2の通信方式
の切り替え。

RS-422／
RS-485 RS-232C OFF ON ON

3 COM2の通信方式
の切り替え。

RS-422／
RS-485 RS-232C OFF ON ON

4
TXデータの出力
モードの切り替
え。

TXデータ出力
は RTS信号に
よって制御され
ます。

TXデータ出力
は RTS信号に
よって制御され
ず、常に出力さ
れます。

OFF ON/
OFF

ON/
OFF※ 3

5
TXに終端抵抗を
挿入するかどうか
の切り替え。

TXAと TXB間
に終端抵抗
（220Ω）が挿入
されます。

終端抵抗なし。 OFF ON ON/
OFF※ 2

※ 2 終端抵抗は接続仕様に合わせて設定してください。

6
RXに終端抵抗を
挿入するかどうか
の切り替え。

RXAと RXB間
に終端抵抗
（220Ω）が挿入
されます。

終端抵抗なし。 OFF ON ON/
OFF※ 2

7
TXAと RXAを短
絡するかどうかの
切り替え。

TXAと RXAを
短絡する。
（RS-485モード）

短絡しない。
（RS-422モード）

OFF OFF ON

8
TXBと RXBを短
絡するかどうかの
切り替え。

TXBと RXBを
短絡する。
（RS-485モード）

短絡しない。
（RS-422モード）

OFF OFF ON

9 RTS自動制御モー
ド。
(RS-485時のみ有
効 )

RTS自動制御す
る。

RTS自動制御し
ない。

OFF OFF ON/
OFF※ 3

※ 3 TX出力ドライバを RTS自動制御する場合、ONに設定。SW No.4は必ず OFFに設

定。

TX出力ドライバの制御を RTS信号で行う場合、OFFに設定。SW No.4は必ず ON

に設定。

10 OFF OFF ON/
OFF※ 3

表 2）シリアルモード選択スイッチ



第 2章　仕様

2-15

シリアルモード選択スイッチの SW4から SW10までの動きは以下のとおりです。

TXD

RTS
SW4

SW9
SW10

SW5

SW7

SW6

SW8

TXA

TXB

RXA

RXB

RTS自動制御

C
O

M
2
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2.1.4 外観図と各部寸法図

PS3000-BAの外観図と各部の寸法図を示します。

■ 取付金具つき外観図

単位 :mm

正面図

右側面図

13
0±

0.
3

2-R2.5

217

17

左側面図 上面図

13
0±

0.
3

124

255

238±0.4

13
0±

0.
3

16
4

25

9

Φ
11

16

取り付け穴拡大図
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■ ケーブルつき外観図

単位 :mm

• 上図はすべて、ケーブルの曲げを考慮した寸法値です。ただし、接続するケー

ブルの種類によって寸法値は変わります。設計の際の参考値として目安にして

ください。

右側面図

48
.5

42.2

正面図

120

上面図

50

75
.5

89

(ス
ピ
ー
カ
出
力
ポ
ー
ト

)
(イ
ー
サ
ネ
ッ
ト
ポ
ー
ト

)
(U

S
B
ポ
ー
ト

)
(シ
リ
ア
ル
ポ
ー
ト

)
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■ 取り付け穴寸法

以下の取り付け穴寸法に従って、盤の取り付け穴を加工してください。

盤への取り付けには、M4 のネジを使用します。

単位 :mm

◆横置き /壁取り付け 1の場合

◆壁取り付け 2の場合

垂直な盤面

水平な盤面

横置き 壁取り付け 1

13
0
±

0.
3

217

238± 0.3

255

25

16
4

4-M4

23
8
±

0.
3

25

4-M4 164

25
5

21
7

130± 0.3

垂直な盤面

壁取り付け 2
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2.2 PS3001-BD

2.2.1 一般仕様

■ 電気的仕様

■ 環境仕様 

電
源

定格電圧 DC24V

電圧許容範囲 DC19.2～ 28.8V

許容瞬時停電時間 5ms以内

消費電力 40W以下

突入電力 30A以下（常温）

絶縁耐力
AC500V 20mA 1分間
（充電部端子と FG端子間）

絶縁抵抗
DC500V 10MΩ以上
（充電部端子と FG端子間）

物
理
的
環
境

使用周囲温度 0～ 50°C

保存周囲温度 −20～ +60°C

使用周囲湿度
10～ 90％RH
（結露のないこと、湿球温度 39°C以下。）

保存周囲湿度
10～ 90％RH
（結露のないこと、湿球温度 39°C以下。）

じんあい 無きこと

汚染度 汚染度 2
腐食性ガス 腐食性ガスがないこと

耐気圧（使用高度） 800～ 1114hPa（海抜 -300～ 2,000ｍ）

機
械
的
稼
動
条
件

耐振動

JIS  B  3502、IEC61131-2に準拠
5～ 9Hz  片振幅　3.5mm
9～ 150Hz  定加速度  9.8m/s2

X,Y,Z各方向 10サイクル（100分間）

電
気
的
稼
動
条
件

耐ノイズ

ノイズ電圧：1500VP-P
パルス幅：50ns、500ns、1μs
立ち上がり時間：1ns
（ノイズシミュレータによる）

耐静電気放電 接触放電法 6kV （EN61000-4-2 レベル 3）

ノイズイミュニティ
（ファーストトランジェ
ント・バーストノイズ）

電源ライン：2kV（IEC61000-4-4）
COMポート：1kV（IEC61000-4-4）

• オプション使用時は、オプション品の仕様値も合わせてご確認ください。
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■ 設置仕様

設
置
条
件

接地
保護接地：D種接地（SG-FG共通）
機能接地：D種接地（SG-FG共通）

構造
保護： IP20相当
形状：一体型
取り付け方法：盤内取り付け

冷却方式 自然空冷

質量 2.0kg 以下（本体のみ）
外形寸法 W255× H164× D68.8mm
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2.2.2 性能仕様

■ 性能仕様

CPU ULV Intel® Celeron® M (600MHz)

L2キャッシュメモリ 512Kバイト

メインメモリ
1スロット。（最大 1Gバイト）
SO-DIMMソケット 256Mバイト～ 1Gバイト（PC2700）

チップセット  インテル ® 855GME+ICH4

グラフィックアクセラ
レータ

 インテル ® 855GMEに内蔵

BIOS Phoenix Technologies 社製 FirstBIOS Embedded Pro

グラフィック SVGA（800 × 600 ドット）～（1,920 × 1,080 ドット）

ビデオメモリ 最大 64Mバイト（UMA 方式）

イ
ン
タ
｜
フ
ェ
イ
ス

シリアル
(RS-232C)

COM1 Dsub9ピン（プラグ）

COM2 Dsub9ピン（プラグ）（RS-232C/RS-422/RS-485切替可、RI/
+5V切替可）

ディスク IDE I/F プライマリ マスタ CFカード I/F
セカンダリ マスタ CFカード I/F

USB

USB2.0対応　正面 4ポート
コネクタは TYPE-A使用。
電源電圧：DC5V± 5％
出力電流：最大 500mA（各ポート）、最大 500mA（4ポート合計）
最大通信距離：5m

LAN

正面 2ポート。RJ-45 タイプモジューラジャックコネクタ（8極）使用。
LAN1:10BASE-T/100BASE-TX 自動切り替え。
LAN2:10BASE-T/100BASE-TX/1000BASE-T 自動切り替え。
          Wake On LAN対応

サウンド
SPEAKER OUT
正面 1ポート（ミニジャックコネクタ使用）

アナログ RGB 正面 1ポート。ミニ Dsub15ピン（ソケット）。

時計精度※ 1

※ 1 PS-Bに内蔵されている時計（RTC）には誤差があります。温度差や使用年数よって

は最大± 300秒／月の誤差になることがあります。時計の誤差が問題となるシステ

ムでご使用になる場合は、定期的に正確な時間を設定するようにしてください。

±180秒／月（常温無通電状態での誤差）
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2.2.3 インターフェイス仕様

PS3001-BDの各インターフェイスの仕様を示します。

■ シリアルインターフェイス（COM1、COM2）

◆COM1

• PS-Bのシリアルポートにはアイソレーション機能はありません。特に接続相手

がアイソレーションされていない場合は、必ず 5番 (SG)を接続してください。

RS-232C / RS-422 / RS-485の回路が故障する恐れがあります。

嵌合固定金具 #4-40（UNC）

ピンコネクション ピン番号
RS-232C

信号名 方向 内容

1 CD 入力 キャリア検出

2 RD(RXD) 入力 受信データ

3 SD(TXD) 出力 送信データ

4 ER(DTR) 出力 データ端末レディ

5 GND － 信号グランド

6 DR(DSR) 入力 データセットレディ

7 RS(RTS) 出力 送信要求

8 CS(CTS) 入力 送信可

9 CI(RI) 入力 被呼表示

FG FG － フレームグランド（SG共通）

9

6

5

1

（本体側）
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◆COM2

RS-232C/RS-422/RS-485の切り替え可（工場出荷時設定は、RS-232C）。切り替えは、本体の基板

上にあるシリアルモード選択スイッチで行います。

「 ◆ スイッチ」（2-25ページ）

ピンコネクション ピン番号
RS-232C

信号名 方向 内容

1 CD 入力 キャリア検出

2 RD(RXD) 入力 受信データ

3 SD(TXD) 出力 送信データ

4 ER(DTR) 出力 データ端末レディ

5 GND － 信号グランド

6 DR(DSR) 入力 データセットレディ

7 RS(RTS) 出力 送信要求

8 CS(CTS) 入力 送信可

9 CI(RI)/+5V※ 1

※ 1 9番ピンの「RI/+5V」の切り替えは、基板上のシステム設定スイッチで行いま

す。

入力 /出力 被呼表示 /+5V出力切替可

FG FG －
フレームグランド
（SG共通）

ピン番号
RS-422

信号名 方向 内容

1 RDA 入力 受信データ A (+)

2 RDB 入力 受信データ B (-)

3 SDA 出力 送信データ A (+)

4 NC － 未接続

5 GND － 信号グランド

6 NC － 未接続

7 SDB 出力 送信データ B (-)

8 NC － 未接続

9 NC － 未接続

FG FG － フレームグランド（SG共通）

9

6

5

1

（本体側）



PS-3000Bシリーズ　ハードウェアマニュアル

2-24

ピン番号
RS-485

信号名 方向 内容

1 DATA + 入力 /出力 送受信データ (+)

2 DATA - 入力 /出力 送受信データ (-)

3 NC － 未接続

4 NC － 未接続

5 GND － 信号グランド

6 NC － 未接続

7 NC － 未接続

8 NC － 未接続

9 NC － 未接続

FG FG － フレームグランド（SG共通）

• COM1、COM2（RS-232C時）の 5番 (GND)は、必ず接続相手の SG端子と接

続してください。

• 接続相手のインターフェイス仕様を確認の上、切り替えを行ってください。

誤った設定を行うと故障、誤動作の原因となります。

• 切り替えは必ず PS-Bの電源を切った状態で行ってください。

誤動作の原因になります。

• FG線はシェルに接続してください。

• FGと SGは本体内部で接続されています。他の機器と接続する場合は、SGの

短絡ループが形成されないようシステム設計を行ってください。



第 2章　仕様

2-25

◆スイッチ

各シリアルインターフェイスに対応したスイッチは、本体の基板上にあります。

•設定を変更するために

スイッチは、本体の基板上にありますので、まずカバーを取り外します。

メンテナンスカバーのネジ（2ヶ所）を外してカバーを

取り外します。

カバーを戻す時のネジの締め付けトルクは 0.5～ 0.6N•m

です。



PS-3000Bシリーズ　ハードウェアマニュアル

2-26

•スイッチについて

位置 スイッチ名 詳細

A システム設定
スイッチ (SW1)

10ビットのディップスイッチ。スイッチの詳細と各スイッチの出荷
時設定は、次の「表 1)システム設定スイッチ」をお読みください。

B
シリアルモード
選択スイッチ
(SW2)

10ビットのディップスイッチ。COM2の通信方式に合わせて設定。
スイッチの詳細は、次の「表 2)シリアルモード選択スイッチ」をお
読みください。
出荷時設定 : RS-232C用の設定。

C リセット
スイッチ

■パワーボタンモード
あらかじめ、システム設定スイッチ No.6を ONにします。リセッ
トスイッチを押すと、Windows® 2000の場合、PS-Bのスタートメ
ニューから「設定」-「コントロールパネル」-「電源オプション」-
「詳細」の「電源ボタン」で選択された「コンピュータの電源ボタ
ンを押したとき」のモードが動作します。Windows® XPの場合、
［コントロールパネル］-［パフォーマンスとメンテナンス］-［電源
オプション］-［詳細設定］で選択された「コンピュータの電源ボタ
ンを押したとき」のモードが動作します。

• ソフト OFF※ 1状態の時（電源 LED/RASステータスランプが緑
点滅）には、スイッチを押すと PS-Bは再起動します。

■リセットスイッチモード
あらかじめ、システム設定スイッチ No.6を OFFにします。
リセットスイッチを押すと、PS-Bが再起動します。

※ 1 ソフト OFF状態とは、システムの起動のために必要な回路にのみ電源が供給され

ている状態のことを指し、Windows® によるシャットダウンを行った後の状態で

す。Windows® で設定するシステムスタンバイとは異なります。

PS3001-BD上面内部図

ON

12345678910

B

10

ON
A

123456789

IDE I/F

C

S
W

1

S
W

2
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スイッチ
番号

内容 ON OFF 備考

1 システムが使用。 予約 予約 出荷時設定：ON

2 システムが使用。 予約 予約 出荷時設定：OFF

3 システムが使用。 予約 予約 出荷時設定：ON

4 システムが使用。 予約 予約 出荷時設定：OFF

5 システムが使用。 予約 予約 出荷時設定：OFF

6 リセットスイッチモード切
り替え。

パワー
ボタン

リセット
スイッチ

出荷時設定：OFF

7 システムが使用。 予約 予約 出荷時設定：OFF

8 COM2の RI/+5V切り替え。
（RS-232C時のみ有効） +5V出力 RI 出荷時設定：OFF

9
プライマリ CFカードイン
ターフェイスのマスタ /ス
レーブ設定の切り替え。

Slave Master 出荷時設定：OFF※ 1

※ 1 必ず出荷時の設定 (OFF)でご使用ください。

10 システムが使用。 予約 予約 出荷時設定：OFF

表 1）システム設定スイッチ
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スイッチ
番号

内容 ON OFF RS-232C RS-422 RS-485

1 COM2の通信方式
の切り替え。

RS-232C RS-422／
RS-485 ON OFF※ 1

※ 1 必ず「OFF」設定でご使用ください。

OFF※ 1

2 COM2の通信方式
の切り替え。

RS-422／
RS-485 RS-232C OFF ON ON

3 COM2の通信方式
の切り替え。

RS-422／
RS-485 RS-232C OFF ON ON

4
TXデータの出力
モードの切り替
え。

TXデータ出力
は RTS信号に
よって制御され
ます。

TXデータ出力
は RTS信号に
よって制御され
ず、常に出力さ
れます。

OFF ON/
OFF

ON/
OFF※ 3

5
TXに終端抵抗を
挿入するかどうか
の切り替え。

TXAと TXB間
に終端抵抗
（220Ω）が挿入
されます。

終端抵抗なし。 OFF ON ON/
OFF※ 2

※ 2 終端抵抗は接続仕様に合わせて設定してください。

6
RXに終端抵抗を
挿入するかどうか
の切り替え。

RXAと RXB間
に終端抵抗
（220Ω）が挿入
されます。

終端抵抗なし。 OFF ON ON/
OFF※ 2

7
TXAと RXAを短
絡するかどうかの
切り替え。

TXAと RXAを
短絡する。
（RS-485モード）

短絡しない。
（RS-422モード）

OFF OFF ON

8
TXBと RXBを短
絡するかどうかの
切り替え。

TXBと RXBを
短絡する。
（RS-485モード）

短絡しない。
（RS-422モード）

OFF OFF ON

9 RTS自動制御モー
ド。
(RS-485時のみ有
効 )

RTS自動制御す
る。

RTS自動制御し
ない。

OFF OFF ON/
OFF※ 3

※ 3 TX出力ドライバを RTS自動制御する場合、ONに設定。SW No.4は必ず OFFに設

定。

TX出力ドライバの制御を RTS信号で行う場合、OFFに設定。SW No.4は必ず ON

に設定。

10 OFF OFF ON/
OFF※ 3

表 2）シリアルモード選択スイッチ
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シリアルモード選択スイッチの SW4から SW10までの動きは以下のとおりです。

TXD

RTS
SW4

SW9
SW10

SW5

SW7

SW6

SW8

TXA

TXB

RXA

RXB

RTS自動制御

C
O

M
2
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2.2.4 外観図と各部寸法図

PS3001-BDの外観図と各部の寸法図を示します。

■ 取付金具つき外観図

単位 :mm

正面図

右側面図

69

13
0±

0.
3

左側面図 上面図

255

217

238±0.4

13
0±

0.
3

16
4

25
9

13
0±

0.
3

17

16

2-R2.5

Φ
11

取り付け穴拡大図
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■ ケーブルつき外観図

単位 :mm

• 上図はすべて、ケーブルの曲げを考慮した寸法値です。ただし、接続するケー

ブルの種類によって寸法値は変わります。設計の際の参考値として目安にして

ください。

右側面図

48
.5

正面図

上面図

50

75
.5

89

2.8 16.3 65

(ス
ピ
ー
カ
出
力
ポ
ー
ト

)
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ー
サ
ネ
ッ
ト
ポ
ー
ト

)

(U
S

B
ポ
ー
ト

)

(シ
リ
ア
ル
ポ
ー
ト

)
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■ 取り付け穴寸法

以下の取り付け穴寸法に従って、盤の取り付け穴を加工してください。

盤への取り付けには、M4 のネジを使用します。

単位 :mm

◆横置き /壁取り付け 1の場合

◆壁取り付け 2の場合

垂直な盤面

水平な盤面

横置き 壁取り付け 1

13
0
±

0.
3

217

238± 0.3

255

25

16
4

4-M4

23
8
±

0.
3

25

4-M4 164

25
5

21
7

130± 0.3

垂直な盤面

壁取り付け 2
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3 取り付けと配線

1. 取り付け・取り外し
2. 周辺機器の取り付け 
3. 配線について
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3.1 取り付け・取り外し

3.1.1 本機の取り付け

PS-Bの設置方法や設置する上での注意を説明します。

■ 取り付け条件

• PS-Bの設置は、横置き、壁取り付け 1、または壁取り付け 2が可能です。PS-B内部での熱ご

もりを最小限にするために、水平または垂直に取り付けてください。

垂直な盤面

横置き 壁取り付け 2

（図は PS3000-BA）

壁取り付け 1

垂直な盤面

水平な盤面

横置き 壁取り付け 2

（図は PS3001-BD）

壁取り付け 1
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• 保守性、操作性、および風通しを良くするため、PS-B と構造物や部品との間は、50mm 以上の

スペースをとってください。ただし、正面はケーブルの曲げを考慮し、120ｍｍ 以上のスペー

スが必要です。

横置き（正面）

50mm

（図は PS3000-BA）

横置き（右側面）

盤取り付け 1（正面） 盤取り付け 1（右側面）

盤取り付け 2（正面） 盤取り付け 2（右側面）

50mm

50mm 50mm 120mm 50mm

50mm

50mm
50

mm

120mm 120mm

50mm

50mm

50mm

50
mm

120mm

50mm 50mm

50mm

50mm
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• 故障の原因になりますので使用周囲温度・使用周囲湿度は、仕様値の範囲内で使用してくださ

い。使用周囲温度は、各方向本体から 30mm の位置で確認してください。

例）横置きの場合

• 他の機器の発熱で PS-Bが過熱しないようにしてください。

■ 取り付け穴について

取り付け穴図に従い、取り付け部分に加工を行います。

PS3000-BA
　　 ■ 取り付け穴寸法（2-18ページ）
PS3001-BD
　　 ■ 取り付け穴寸法（2-32ページ）

30mm 30mm 30mm 30mm

30mm 30mm

（図は PS3000-BA）
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■ 取り付ける

(1) 取り付け金具を付属のM3 ネジ（4ヵ所）で PS-B本体に取り付けます。締め付けトルクは 0.5 

～ 0.6N•m です。

(2) M4 ネジで PS-B本体を盤面に取り付けます。まず、ネジを盤に仮止めします。PS-Bの取り

付け金具をネジに引っかけるようにして取り付けます。PS-Bが固定されるよう、しっかりネ

ジ止めします。締め付けトルクは 1.0 ～ 1.2N•m です。

• 盤の材質・形状によっては、補強等の対策が必要です。特に振動が発生する場

所や扉等の可動部分に取り付ける場合は、PS-Bの質量を十分に考慮した設計に

してください。

• 盤の材質や強度、使用環境を考慮のうえ、盤の厚みを決定してください。ネジ

サイズ (M4) を使用するため、盤には 1.6mm 以上の厚みが必要です。

• M4ネジは付属品ではありません。お客様にてご準備ください。

• ネジは強くしめすぎると、PS-Bを破損する恐れがあります。

• 金具穴の正しい位置に取り付けされていないと脱落の恐れがあります。

（図は PS3000-BA） （図は PS3001-BD）

横置き・壁取り付け 1
（PS3000-BA上面図）

横置き・壁取り付け 1
（PS3001-BD上面図）

ネジ ネジ ネジネジ
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3.2 周辺機器の取り付け

PS-Bでは（株）デジタルがオプション品として提供している各種ユニット、DIMモジュール、CF

カード、および市販の拡張ボード（PCIバス互換ボード）が使用できます。

オプションユニットを取り付ける際は、各オプションユニットの「取扱説明書」を参照してくだ

さい。

3.2.1 メインメモリの取り付け

(1) PS3000-BAの場合、あらかじめ拡張ボードカバーのネジ（2ヶ所）を外してカバーを取り外

します。PS3001-BDをご使用の場合、手順 (2)へ進んでください。

各種ユニット、DIMモジュール、CFカード、拡張ボード（PCIボード）の取り付けおよ

び取り外し時は、必ず本体に電源が供給されていないことを確認してから行ってくださ

い。感電のおそれがあります。

• PS-Bがソフト OFF状態では、PS-Bに接続されているモニタの画面が消えてい

ても一部の回路が通電しています。周辺機器の取り付け・取り外し前には必ず、

電源ケーブルが接続されていないことを確認してください。

• ネジの取り外し、取り付けにはドライバを使用してください。ネジは強くしめ

つけすぎると、破損するおそれがありますのでご注意ください。

• PS-B本体内部へのネジの脱落に注意して作業を行ってください。

• PS-Bの設置や、オプション品などを PS-Bに取り付ける際、PS-Bのファンカ

バー部を持って作業しないでください。破損・脱落のおそれがあります。

（PS3000-BAのみ）
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(2) メモリスロットカバーのネジ（2ヶ所）を外してカバーを取り外します。

(3) 手順（2）で示した「メインメモリ取り付け位置」のコネクタへ、メインメモリを図のように

斜めに奥まで差し込みます。

(4) ストッパにしっかりはまるまで、メインメモリを下に押し込みます。

(5) メモリスロットカバーを元に戻してネジ（2ヶ所）で止めます。締め付けトルクは 0.5～

0.6N•mです。

(6) PS3000-BAの場合、最後に拡張ボードカバーを元に戻してネジ（2ヶ所）で止めます。締め

付けトルクは 0.5～ 0.6N•mです。

3.2.2 拡張ボード（PCI）の取り付け

PS3000-BAには、市販の PCIボードを取り付けることができます。

(1) PS-Bの電源スイッチを OFFにし、電源ケーブルを取り外します。上面を上にして水平なと

ころに置きます。

• 拡張ボード (PCI)は、PS3000-BAのみ対応しています。

• PCIボードのサイズは、最大 106.68× 174.63(mm)まで使用できます。

メインメモリ
取り付け位置

（図は PS3000-BA）

メインメモリ
取り付け位置

（図は PS3001-BD）

コネクタ

メインメモリ

ストッパ

1

2
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(2) 拡張ボードサポーターのネジ 1個を外し、拡張ボードサポーターを取り外します。

(3) 拡張ボードカバーのネジ（2ヶ所）を外してカバーを取り外します。

（PS3000-BAのみ）

（図は HDDユニットが組み込ま

れている PS3000-BAの場合）
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(4) ブランクパネルのネジ 1個を外し、ブランクパネルを取り外します。

(5) 拡張ボード（市販品 PCI）を拡張ボードコネクタに差し込み、ブランクパネルのネジ 1個で

固定します。締め付けトルクは 0.5～ 0.6N•mです。

(6) 拡張ボードカバーと拡張ボードサポーターを元に戻します。各取り付けネジの締め付けトル

クは 0.5～ 0.6N•mです。

拡張ボードコネクタ

拡張ボード
      （市販品）

ブランクパネル

ネジ
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3.2.3 HDDユニットの取り付け

(1) 拡張ボードカバーのネジ（2ヶ所）を外してカバーを取り外します。

カバーを戻す時のネジの締め付けトルクは 0.5～ 0.6N•mです。

感電の恐れがありますので、必ず PS-B の電源を切ってから作業を行ってください。

• HDDユニットは衝撃に弱い精密機器ですので、取り付け・取り外しの際は衝撃

を与えないよう十分ご注意ください。

• PS-Bの画面表示が消えていても内部は通電状態（スタンバイ状態など）になっ

ている可能性がありますので、必ず PS-B上面の電源スイッチが OFFになって

いる、または通電されていないことをご確認ください。

• PS3001-BDには HDDユニットを取り付けることはできません。

（PS3000-BAのみ）
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(2) HDDカバーのネジ（2ヶ所）を外してカバーを取り外します。

カバーを戻す時のネジの締め付けトルクは 0.5～ 0.6N•mです。

(3) さらに HDDユニットのネジ（4ヶ所）を外し、HDDユニットを持ち上げながらケーブルコ

ネクタを IDE I/Fから外して取り外します。

HDDユニットを戻すには、まず、IDE I/Fにケーブルコネクタを完全に接続し、ネジ（4ヶ

所）で HDDユニットを固定します。締め付けトルクは 0.5～ 0.6N•mです。

IDE I/F

PS3000-BA 上面内部図



PS-3000Bシリーズ　ハードウェアマニュアル

3-12

3.2.4 CFカードの抜き差し

■ CFカードを差し込む場合

(1) CFカードカバーを外します。

CFカードの抜き差しの際は、必ず PS-B電源が OFFになっていることを確認してくださ

い。CFカード内のデータが破壊されたり OSが停止するおそれがあります。

CFカードにアクセス中（IDEアクセスランプ :緑色点灯）は、絶対に PS-B本体の電源

OFFやリセット、CFカードの抜き差しは行わないでください。CFカード内のデータが

破壊されるおそれがあります。

CFカードを取り付ける際は、CFカードの裏表と CFカードのコネクタ位置を確認してく

ださい。取り付け向きを間違えると、データの破壊、CFカードや PS-Bの破損のおそれ

があります。

（株）デジタル製の CFカードをお使いください。他社の CFカードを使用した場合、CF

カード内のデータが破壊されるおそれがあります。

CFカード内のデータは、必ずバックアップを取ってください。

データが破壊されたり機器の故障の原因になりますので、CFカードを以下のように取り

扱わないでください。

• 無理に曲げる
• 落としたり強い衝撃を与える
• 水に濡らす
• CFカードの接続部を直接手で触れる
• 分解や改造を行う

CFカードカバー

（図は PS3000-BA）
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(2) CFカードを CFカードスロットに差し込み、イジェクトボタンが飛び出すまでしっかり奥へ

押し込みます。

■ CFカードを取り出す場合

(3) (2)と逆の手順でイジェクトボタンを押し込み、CFカードを取り出します。

(4) CFカードの抜き差しを行った後は必ず、CFカードカバーを元に戻してください。

■ CFカードのバックアップについて

CFカードにはデータの書き換え回数に制限があります（500Kバイトの DOS形式のデータの書き

換えで、約 10万回）。必ず他の記録媒体にバックアップをとってください。

CFカード

イジェクトボタン
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3.2.5 USBケーブル抜け防止クランプの取り付け・取り外し

本体正面の USB ホストインターフェイスに接続した USBケーブルが振動などにより抜けること

を防止するために使用します。

■ 取り付け

(1) 本体を下図のように水平に置くと、USBコネクタが上下に 4ポートあります。

(2) PS3000-BAをご使用の場合、拡張ボードカバーのネジ（2ヶ所）を外し、拡張ボードカバー

を開きます。

• USBコネクタを 2ポート以上使用する場合、USBケーブルの接続は、上段 USB

コネクタを先に、下段 USBコネクタを後に行ってください。

• USBコネクタを 1ポートのみ使用する場合、必ず上段 USBコネクタを使用して

ください。クランプを固定させるために必要です。

上段 USBインターフェイス

下段 USBインターフェイス

PS3000-BA正面図

上段 USBインターフェイス

下段 USBインターフェイス

PS3001-BD正面図

（図は PS3000-BA）
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(3) ホルダーをネジ 1個で固定します。締め付けトルクは、0.5～ 0.6N•mです。次に、図のよう

にホルダーのくぼみに USB抜け防止クランプのバンドを通し、USBケーブルに巻き付けて、

バンドを矢印方向に引っ張ってクランプ部で固定します。

(4) PS3000-BAをご使用の場合、拡張ボードカバーを閉めて、ネジ（2ヶ所）で止めます。

締め付けトルクは 0.5～ 0.6N•mです。

■ USBケーブル抜け防止クランプの取り外し

(1) ツメを下に降ろした状態でクランプ部を持ち上げると固定が解除されます。

• USBケーブルのプラグとケーブルの接続部をしっかり固定してください。

• クランプ部の固定位置は USBケーブルの側面は避け、USBケーブル上に配置し

てください。周辺のコネクタでの配線作業が困難になる場合があります。

バンド

クランプ部

プラグとケーブル
の接合部

USBケーブル

ツメ

クランプ部
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3.3 配線について

電源ケーブルの配線方法や配線時の注意事項について説明しています。

3.3.1 電源ケーブルの接続

■ ACタイプの場合

電源ケーブル仕様

感電の恐れがありますので必ず電源が供給されていない状態で接続してください。

定格電圧以外の電圧を供給すると電源および本体が破損します。

DCタイプの PS-Bには電源スイッチがないため、ブレーカーを取り付けてください。

FG端子は必ずアースに落としてください。故障したときに感電する恐れがあります。

• FG端子を接続した場合は、ノイズの影響を受けやすくなりますので、必ずアー

スに落としてください。

• PS-B本体内部で SGと FGは接続されています。

接続装置と SG を接続する場合は、短絡ループが形成されないようにシステム

を設計してください。

PS-Bは AC100V～ AC240V入力専用です。指定された電圧以外の電圧を供給すると電

源および本体が破損します。

電源ケーブルの太さ 0.75～ 2.5mm2  (18 - 12 AWG)

芯線の状態 単線またはより線※ 1

※ 1 より線を使用する場合、芯線のよじりが適切でないと、芯線

のヒゲ線同士またはヒゲ線と隣の電極とが短絡する恐れがあ

りますのでご注意ください。

芯線の長さ

• 銅芯線を使用してください。

10mm
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電源配線

電源配線には、以下のフエニックス •コンタクト㈱ ※ 1製のものをご使用ください。

※ 1 詳細につきましては、フエニックス・コンタクト㈱ へ問合せください。

フエニックス・コンタクト㈱　横浜本社

電話 045-471-0030

http://www.phoenixcontact.co.jp

電源ケーブル接続方法

(1) 通電されていないことを確認します。

(2) 電源コネクタ（プラグ）を本体上面から取り外します。

(3) 電源プラグの電線端子挿し込み穴を開きます。穴の横にある開口ボタンをマイナスドライ

バーなどで押すと穴が開きます。

(4) 対応する電線の棒端子を穴の奥まで差し込みます。開口ボタンを離すと穴が閉まり、固定さ

れます。

(5) 電源プラグを本体の電源コネクタに差し込み、マイナスネジ（2ヶ所）で固定します。

推奨工具 SZS 0.6x3.5（1205053）

推奨棒端子

AI 0.75-10GY（3201288）
AI 1-10RD（3200182）
AI 1.5-10BK（3200195）
AI 2.5-12BU（3200962）

推奨棒端子用圧着工具 CRIMPFOX ZA3（1201882）

• 付属品の電源プラグは（株）デジタル製 CA7-ACCNL-01または、フェニック

ス・コンタクト（株）製 FKC2.5/3-STF-5.08です。

• 電線の色を確認の上、正しい位置に挿し込んでください。

• ネジの適正締め付けトルクは 0.5～ 0.6N•mです。

• ショート防止のため、推奨する絶縁スリーブ付き棒端子をご使用ください。

L

N

FG

開口ボタン

黒

白

緑 /黄

AC電源ケーブル
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■ DCタイプの場合

電源ケーブル仕様

電源配線

電源配線には、以下のフエニックス •コンタクト㈱ ※ 1製のものをご使用ください。

※ 1 詳細につきましては、フエニックス・コンタクト㈱ へ問合せください。

フエニックス・コンタクト㈱　横浜本社

電話 045-471-0030

http://www.phoenixcontact.co.jp

電源ケーブル接続方法

(1) 通電されていないことを確認します。

(2) 電源コネクタ（プラグ）を本体上面から取り外します。

(3) 電源プラグの電線端子挿し込み穴を開きます。穴の横にある開口ボタンをマイナスドライ

バーなどで押すと穴が開きます。

電源ケーブルの太さ 0.75～ 2.5mm2  (18 - 12 AWG)

芯線の状態 単線またはより線※ 1

※ 1 より線を使用する場合、芯線のよじりが適切でないと、芯線

のヒゲ線同士またはヒゲ線と隣の電極とが短絡する恐れがあ

りますのでご注意ください。

芯線の長さ

• 銅芯線を使用してください。

推奨工具 SZS 0.6x3.5（1205053）

推奨棒端子

AI 0.75-10GY（3201288）
AI 1-10RD（3200182）
AI 1.5-10BK（3200195）
AI 2.5-12BU（3200962）

推奨棒端子用圧着工具 CRIMPFOX ZA3（1201882）

• 付属品の電源プラグは（株）デジタル製 CA7-DCCNL-01またはフェニックス・

コンタクト㈱ 製 GFKC2,5/3-STF-7,62です。

10mm
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(4) 対応する電線の棒端子を穴の奥まで差し込みます。開口ボタンを離すと穴が閉まり、固定さ

れます。

(5) 電源プラグを本体の電源コネクタに差し込み、マイナスネジ（2ヶ所）で固定します。

• ネジの適正締め付けトルクは 0.5～ 0.6N•mです。

• ショート防止のため、推奨する絶縁スリーブ付き棒端子をご使用ください。

24V

0V

FG

開口ボタン電源ケーブル
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3.3.2 電源供給時の注意事項

電源供給時の注意事項について説明します。

• 電圧変動が規定値以上の場合は、定電圧トランス

を接続してください。

• 線間や大地間は、ノイズの少ない電源を使用して

ください。ノイズが多い場合は、絶縁トランス

（ノイズカットトランス）を接続してください。

• PS-Bの電源と入出力機器、および動力機器と

は、系列を分離して配線してください。

• 電源ケーブルは、耐ノイズ性向上のためツイス

ト（より線）で接続してください。

• 主回路（高電圧、大電流）線、入出力信号線、

電源ケーブルは、それぞれ束線したり、接近さ

せたりしないでください。

• 雷のサージ対策に、雷用サージアブソーバを接

続してください。

• ノイズを避けるため、電源ケーブルはできるだ

け短くしてください。

• DC24V 入力機は、必ず Class2電源でご使用くだ

さい。

• 取り付け導体の温度定格は 75°Cのみです。

第 2章 仕様 (2-1 ページ )

• 定電圧トランス、絶縁トラン

スの容量は定格値以上のもの

を使用してください。

• 雷用サージアブソーバの接続

（E1）と PS-Bの接地（E2）

とは分離して行ってくださ

い。

• 電源電圧最大上昇時でも、

サージアブソーバの最大許容

回路電圧を超えないような雷

用サージアブソーバを選定し

てください。

PS-B

入出力機器

PS-Bの電源

入出力電源

主電源

主電源 PS-Bの電源

PS-B

入出力機器

入出力機器

入出力

電源

主回路電源

雷用サージアブソーバ

PS-B

E2

FG

E1

動力機器

定電圧

トランス

より線

PS-B
FG

絶縁

トランス

T2

T1

より線

PS-B
FG
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3.3.3 接地時の注意事項

接地時の注意事項について説明します。

• PS-Bの電源と入出力機器、および動力機器と

は、系列を分離して配線してください。

（図（a））

• 専用接地がとれないときは、図（b）の共用接

地としてください。共用接地点が D種接地相

当ならば、利用できます。

接地線のわたり配線は、事故、故障の原因となります。絶対に行わないでください。

• 接地工事は D種接地

「接地抵抗 100Ω以下」

• FGと SGは、PS-B内部で接

続されています。接続装置と

SGを接続する場合は、短絡

ループが形成されないように

システムを設計してくださ

い。

• 2mm2以上の接地用電線を使

用してください。接地点は、

PS-Bの近くで接地線の距離

を短くしてください。接地線

が長くなる場合は、太い絶縁

線を通して敷設してくださ

い。

• 接地によって誤動作するよう

なことがあれば、FG端子を

接地と切り離してください。

(a)専用接地　最良

(b)共用接地　良

(c) わたり接地　禁止

PS-B 他の機器

D種接地

PS-B 他の機器

D種接地点

PS-B 他の機器
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3.3.4 入出力信号接続時の注意事項

• 入力信号線、および出力信号線は、動力回線のケーブルとは別の配線系統に敷設してくださ

い。

• 動力回線ケーブルを別の配線系統にできないときには、シールドケーブルを使用して、シール

ドケーブル端を接地してください。
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4 保守と点検

1. ファンフィルタの清掃方法
2. 定期点検
3. 内蔵電池の交換

PS-Bを快適に使用するための注意や点検基準を説明しています。
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4.1 ファンフィルタの清掃方法

PS3000-BAには、本体の冷却のため電源ファンを使用しておりますが、そのファンフィルタが汚

れますと本来の機能を十分に発揮できませんので、定期的にフィルタのチェックおよび清掃を

行ってください。

(1) PS-Bの電源スイッチを OFFにし、電源ケーブルを取り外します。上面を上にして水平なと

ころに置きます。

(2) 下図のネジ（1ヶ所）を外し、ファンユニットを取り外します。ファンカバーとファンの間に

あるフィルタを取り出します。

(3) フィルタに付いたゴミは、掃除機などで除去してください。汚れがひどい場合は、中性洗剤

で水洗いしてください。

• ファンには寿命があります。

目安としての寿命は使用周囲温度 25℃の環境で約 5年ですが、使用環境によっ

て短くなることがあります。

ファンの交換については、デジタルお客様センターまでお問い合わせください。

• システムモニタにて、ファンの回転数を監視できます。

「PS-3450A/PS-3451A/PS-3000BA/PS-3001BD リファレンスマニュアル」

ファンカバー

フィルタ

（PS3000-BAのみ）
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(4) フィルタをセットし、ファンカバーを元に戻し、ネジ（1ヶ所）で止めます。締め付けトルク

は、0.5～ 0.6N•mです。

4.2 定期点検

PS-Bを最良の状態で使用するために定期的に点検を行ってください。

■ 周囲環境の点検項目

□使用周囲温度は適当か？

　PS3000-BA：0～ 50°C（HDD未搭載時）　5～ 50°C（HDD搭載時）

　PS3001-BD：0～ 50°C

□使用周囲湿度は適当か？

　PS3000-BA：10～ 90%RH（結露のないこと、湿球温度 39°C以下。ただし HDD搭載時は 29°C以

下。）

　PS3001-BD：10～ 90％RH（結露のないこと、湿球温度 39°C以下。）

□腐食性ガスはないか？

盤内使用の場合は、盤内が周囲環境です。

■ 電気的仕様の点検項目

□電圧は範囲内か？

　ACタイプ：AC85～ 265V、50/60Hz

　DCタイプ：DC19.2～ 28.8V

■ 取り付け状態の点検項目

□接続ケーブルのコネクタは完全に差し込まれている（ゆるみがない）か？

□本体取り付け金具はゆるみがなく、しっかり取り付けられているか？

• フィルタはねじらないでください。

• フィルタを乾かす場合は、直射日光を避け陰干ししてください。

• フィルタは、十分乾いた後に取り付けてください。

• 確実にファンカバーが取り付けられていることを確認してください。PS-B使用

中にファンカバーの脱落のおそれがあります。
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4.3 内蔵電池の交換

PS-Bは時計データのバックアップのため電池を内蔵しています。

■ 交換方法

電池は本体内部基板上にあります。本体の開け方は次をご参照ください。

PS3000-BA：「2.1.3インターフェイス仕様　 ◆ スイッチ（2-10ページ）」

PS3001-BD：「2.2.3インターフェイス仕様　 ◆ スイッチ（2-25ページ）」

適合電池 寿命

日立マクセル㈱製
リチウムコイン電池

CR2032 5年

• 電池の期待寿命は 5年ですが、寿命に満たず切れることもあります。電池の交

換を前もって実施されることを強く推奨いたします。

• 電池の交換を行うと一部の BIOS設定が初期化されます。交換後に再度設定し

なおしてください。

電池を誤って交換すると、爆発する危険性があります。㈱デジタルの指定する製品と交

換してください。

電池の交換は必ず本体の電源を切った状態で行ってください。

電池の取り扱いには、十分注意してください。誤った取り扱いをするとショートするお

それがあります。

交換の際、電池または電池ホルダー以外の箇所には触れないでください。

交換の際、電池を本体内部基板上に落とさないよう、十分に注意してください。本体の

故障をまねく恐れがあります。

使用後の電池を破棄する場合は、電池製造元の指示に従ってください。
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(1) 通電していないことを確認し、本体を開きます。

(2) 図のように、電池とホルダの間の溝に絶縁されたマイナスドライバのような先端が平たい工

具を入れ込み電池の底を持ち上げるように動かすと、電池がホルダから外れます。

(3) 新しい電池をセットします。＋極を上にして、電池ホルダのクリップ側から電池を挿し入れ

ます。上から電池をカチッと音がするまで押さえてはめ込みます。

(4) 本体を元に戻します。

• 電池をセットする際には、極性（＋ /－の向き）にご注意ください。

• 電池交換後は必ず時計データの設定を行ってください。

PS3001-BD 本体内部PS3000-BA本体内部
内蔵電池

電池

電池ホルダ

クリップ



PS-3000Bシリーズ　ハードウェアマニュアル

4-6



アフターサービスについて

アフターサービスについて

■お問い合わせ先

デジタルお客様センターでは、ご購入前のご相談、ご購入後の技術相談、故障時の修理受付など、

どのようなご相談もうけたまわります。

◆お問い合わせの際には、以下の情報をお知らせください。

• 氏名

• 連絡先の電話番号

• 使用機種

• 使用環境

問題点、現象、操作をした手順などをあらかじめ書き留めてからご連絡ください。

■ホームページ

サポート専用ホームページ「おたすけ Pro！」からのお問い合わせは随時うけたまわります。

http://www.proface.co.jp/otasuke/

■ 故障、修理のご相談

デジタルお客様センターで（株）デジタル製品の故障、修理などのご相談をうけたまわります。

お問い合わせの際には問題点、現象などをあらかじめご確認の上、ご連絡ください。また製品送

付時には、問題点、現象を書き留めた修理依頼書を同封してください。付属品はすべて取り外し、

輸送時の振動で製品が破損しないよう、梱包状態には十分ご注意ください。

（修理依頼書は巻末参照）

1 故障品の修理
お客様より修理品を（株）デジタルでお預かりし、修理するシステムです。

故障した製品を宅配便などで修理担当窓口にお送りいただき、修理後ご指定の場所へお返しいた

します。処置内容により修理費用は異なります。

必ず、修理依頼書を同梱してください。

デジタルお客様センター受付電話番号

平日 月～金
土日祝
（12/31 ～ 1/3 は除く）

9:00 ～ 17:00
大阪 06-6613-3115
東京 03-5821-1105
名古屋 052-932-4093

技術相談専用ダイヤル
06-6613-3206

17:00 ～ 19:00
技術相談専用ダイヤル

06-6613-3206
---

FAX 06-6613-5982

技術相談専用ダイヤルは、技術相談のみです。

PL/PS/FP のご相談は平日 9:00 ～ 17:00 での対応です。

http://www.proface.co.jp/otasuke/
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2 保証および修理について

2-1.無償保証期間
無償保証期間は、納入後 12ヶ月とさせていただきます（有償修理品の故障に対しては、同一部位

のみ修理後 3ヶ月）。無償保証期間終了後は有償での修理となります。

2-2.無償保証範囲
(1) 無償保証につきましては、上記無償保証期間中、（株）デジタル製品の使用環境・使用状態・

使用方法などが取扱説明書・製品本体注意ラベルなどに記載された諸条件や注意事項に従って

いた場合に限定させていただきます。

(2) 無償保証期間内であっても、次のような場合には有償修理とさせていただきます。

1．納入後の輸送（移動）時の落下、衝撃など、貴社の取り扱い不適当により生じた故障損傷の場合。

2．カタログ・取扱説明書記載の仕様範囲外でご使用された場合。

3．取扱説明書に基づくメンテナンス、消耗部品の交換保守が正しく行われていれば防げたと認めら

れる故障の場合。

4．火災、地震、水害、落雷、その他天変地異、公害や異常気圧による故障および損傷。

5．接続している他の機器、および不適当な消耗品やメディアの使用に起因して本製品に生じた故障

および損傷。

6．消耗部品の交換。

7．販売当時の科学・技術の水準では予見できない原因による故障の場合。

8．その他、貴社による故障、損傷または不具合の責と認められる場合。

(3) 次のような場合には、たとえ有償であっても修理をお断りすることがございます。

（株）デジタル以外での修理、改造などをされたと認められる場合。

2-3.販売終了について
(1)（株）デジタル製品の販売終了は、（株）デジタルホームページにて、最終出荷の 6ヶ月前に掲示い

たします。

(2) ただし、使用部品の販売終了に伴う（株）デジタル製品の販売終了に関しましては、部品メーカか

らの販売終了の連絡があり次第、（株）デジタルホームページにて掲示いたします。

2-4.販売終了後の修理期間（有償修理）
(1) 販売終了を（株）デジタルホームページで掲示した月を起点として 7年間は、（株）デジタルにて

当該製品の修理を行います（2005年 10月現在）。2005年 9月以前に販売終了となった製品は、最終

出荷日より 5年間が修理期間となります。

(2) 上記期間に限らず、交換部品が入手不可能となった場合には、修理できなくなることがございます

のでご了承ください。

2-5.修理条件
(1) 修理は、（株）デジタル製品のみを対象といたします。オプション品（ケーブルや I/Oユニットなど）

は現品と交換となります。

(2) 修理に際し、お客様のプログラムやデータが消失することがありますので、あらかじめデータを保

存しておいてください。

(3)（株）デジタル製品に記憶されているお客様のデータにつきましては、取り扱いには十分に注意をい

たしますが、お客様の重要機密に関する事項などは、修理前に消去いただくようお願いいたします。

(4) 修理は、センドバックによる（株）デジタル工場修理を原則とさせていただきます。この場合、

（株）デジタル工場への送料はお客様負担にてお願いいたします。

(5) 修理にて交換された部品の所有権は (株 )デジタルに帰属するものとします。
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修理依頼書

修理依頼日 20 年 月 日
現品送付先

株式会社デジタル サービスリペアセンター行

RMA No. 〒 559-0031 大阪府大阪市住之江区南港東 8-2-52
TEL. 06-6613-1638 FAX. 06-6613-1639

お
客
様
記
入
欄
各
項
目
は
必
ず
ご
記
入
く
だ
さ
い

■お客様情報

会社名 部署名

お名前 Tel. Fax.

ご住所

■ご購入先（販売店）情報

会社名 部署名

お名前 Tel. Fax.

■弊社担当情報

担当営業所 担当者氏名

■製品情報

製品名

製造番号（シリアル番号）

■症状（なるべく詳しくお願いします）

故障発生日 年 月 日 再現性 有・無 発生時期 動作中・電源投入時

エラーコード /エラーメッセージ

■ご申告いただいた症状が再現しない場合

□未修理にて返却をご希望 □ご申告いただいた症状から推定して交換をご希望 □調査をご希望

■お支払い方法選択（販売店様を経由せずに依頼される場合は、必ずご選択ください。）

□代金引換（着払い） □銀行振込（先払い）

振込先 /口座番号 /口座名 三菱東京 UFJ銀行 中之島支店 / 普通口座 5034839 / デジタルプロフェイスサービス

■修理品ご返却先（ご記入がない場合、ご送付元へお届けさせていただきます。）

会社名 部署名

お名前 Tel. Fax.

ご住所

■修理ご依頼品に関するご留意事項

□当社が販売店様にお見積書を提出した日から 1か月を超えても、ご注文をいただけなかった場合には、修理のご依頼をキャンセル
されたものとし、修理をせずに未処置にてご送付元へ返却させていただきます。

□お預かりいたします修理品については細心の注意を払っておりますが、検査・修理する過程におきましてハードディスク内のデー
タやソフトウェアが失われることもございます。この場合、当社では一切の責任を負いかねますのであらかじめご了承ください。
修理に出される前に必ずバックアップをお取りいただくようお願いします。

□修理を行うために取り外した部品の所有権は当社に帰属し、当該部品は返却いたしかねますのであしからずご了承ください。

□修理品の送付は、片側負担をお願いしております。着払いの場合は、返却時に着払いとなります。

□落下・強い衝撃による破損、水没、全損などの場合には、修理をお断りさせていただく場合がございます。

■標準納期について

＜専用機（GPシリーズ）の場合＞ご注文日を含め、5営業日後に出荷させていただきます。
＜汎用機（PL, APL, PS, FPシリーズ）の場合＞ご注文日を含め、10営業日後に出荷させていただきます。
※納期が遅れる場合はこちらから連絡させていただきます。
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